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日  時   平成３０年７月９日（月） ６校時（１４：３０～１５：２０） 
場  所   １年Ａ組教室 
学年・組   第１学年Ａ組（男子１７名，女子９名，計２６名） 
 

１ 題材観 
 

本単元は，「技術分野」の「Ａ材料と加工に関する技術」に関する内容である。ものづくりでは，製作を

行う前に，設計の段階で＜ものづくりの進め方＞，＜製品のはたらきやじょうぶな構造＞，＜材料や加工法

＞などを考え，構想を練ることが必要である。そこで目的や条件に応じて，製作品に必要な機能と構造を工

夫する能力を育成することをねらいとする。 

 

 

２ 生徒観 

生徒達は授業の中で積極的に発表ができる。グループ学習においても協力して問題を最後まで諦めず，解
決できるクラスである。事前に技術科アンケートを取り分析した結果，ものづくりに対して興味を持ってい
る生徒は 88.2％もおり，ものづくりに対する興味，関心が非常に高いことがわかる。しかし，一方で大き
さや強度を考えてものづくりをしたことがある生徒は 41.2％にどどまり，機能や構造について考えながら
ものづくりをあまりしていないことが見てとれる。 

 
 

３ 指導改善のポイント 
 

 前述のような生徒実態を受けて，指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

（１） 主体的・対話的で深い学びに向けた指導の工夫 

・課題設定の場面で，生徒に疑問や違和感，必要性等を持たせる工夫をし，生徒自らの課題意識へと

つなげ，「めあて」を持たせる。 

・自分の考えを説明させたり，他の生徒の調べたことをしっかり聞かせ，自分の考えを説明させ意見

をもらったりする等，一人では到達できなかった深い思考に到達させるために，議論する活動を行

う。 

（２）本校が目指す３つの資質・能力を身につけさせる工夫 

・生徒が「なぜだろう？」と疑問をもち，考える必然性をもたせることで探究心に火をつけ，生徒の

「主体性」を引き出す。 
・言葉や図などで表したり，互いに意見交換したりする活動をし，自分の言葉で表現できる「課題解

決力」を育む。 

 
 
 

４ 題材の目標と評価規準 

 
＜単元の目標＞ 
・生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，製作図等に表現

し，試作等を通じて具体化し，実践を評価・改善するなど，課題を解決する力を育成する。 
 
 
 
 

技術 第１学年 神石高原町立三和中学校 指導者 吉川 国男 

   

 

 

題
材
名 

本題材で育成する資質・能力 主体性・課題解決力・ふりかえり力（メタ認知） 

「材料と加工に関する技術」 

～自分たちの生活を豊かにするものづくり～ 
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＜評価規準＞ 

ア生活や技術への 

関心・意欲・態度 
イ生活を工夫し，創造する

能力 

ウ生活の技能 
 

エ生活や技術への 

知識・理解 
身の回りの生活を向上させ 
るための製作品を構想し， 
製作するために必要な技術 
を適切に評価し活用してい 
る。 

製作品の目的に合わせて機能
を向上させるために必要な技
術を適切に評価し活用してい
る。 

工具や機器を安全に使用でき
る。 

材料の特徴と利用方法及び
材料に適した加工法につい
ての知識を身につけ，材料
と社会や環境との関わりに
ついて理解している。 

 

 

５ 本時の学習 
 

（１）本時の目標 
  本棚の丈夫な構造について考え，解決策を学習プリントに書くことができる。 
（２）本時の評価規準 
  製作品の目的に合わせた機能を向上させるために必要な技術を適切に評価し，活用している。 
（３）準備物 

教師：不完全な本棚、学習プリント 
生徒：教科書，ワーク，ファイル 

（４）本時の展開 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て                 
評価規準 (評価方法) 資質･能力(評価方法) 

１ 本時の課題を発見する。〔５分〕 

・号礼 
 
 
・本時の課題や授業の流

れを知る。 
 
 
 
 

◇最近の建築について,不十分な作りに
すると事故につながることを確認す
る。 

◇背板のない本棚に本を置き，壊れる
様子を見せ，本時の課題を発見させ
る。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

２ 情報を収集し，整理する。〔１５分〕 

・課題の解決方法を考え
，予想する。 
 
 
 
 
 
 
・解決するための条件を

考える。 
 
 
・手がかりを示す。 
 
 
 
 
・本棚を丈夫にする方法

を考える。 
 

◇生徒に自由な発想で発表させる。 
発表の例 
 「側板を補強する。」「細い背板を

たくさんつける。」 
「太い背板をつける。」「釘を２本つ

ける。」 
「ボンドをつける。」etc… 
 
◇条件を示し，考えるように指示する

。①限られた材料 ②見た目 ③安
全面④使いやすさの４つの条件をふ
まえて，思考するように指示する。 

◇四角形の構造と三角形の構造を知ら
せ，強度の違いを模型で説明する。ま
た四角形の中に斜めの部材を加えると
じょうぶな構造になることを説明する
。 
◇条件や手がかりを聞いて，自分の考
えを検討し，前時で書いた学習プリン
トの図案の修正部分を赤ペンで書かせ
る。また説明も図案に書かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
課題解決力 
（学習プリント） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本時の目標：本棚の丈夫な構造について考え，学習プリントにまとめることができる。 

個人思考 

学習の流れ 
１ 予想 
２ 一人一人が理由をノート

に書く 
３ 考え議論する 
４ 発表する 

個人思考 
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３ 新たな課題の解決に向けて議論する。〔２５分〕 

・意見交流をする。 
 

 
 
 

・学習プリントの図案を
修正する。 

 
・修正した図案を発表す
る。 
 

◇グループで個人の意見を出し，生徒
同士で議論をさせる。 
（個人の意見をいう時間を１分，グル
ープで意見を出し合う時間を２分で全
員行う。） 
◇グループの意見を聞いて，再度，学
習プリントの図案を修正する。この時
は青ペンを使用するように指示する。 
◇生徒の中から二人，改善した図案を
黒板に貼る。製作者に本時ではどのよ
うに考え，改善したかを発表させる。 
またその意見に対しての批評を言わせ
，さらに考えを深めさせる。 

 
 
 
 
 
イ 製作品の目的に

合わせた機能を向上

させるために必要な

技術を適切に評価し

，活用している。 

 
 
 
 
 
課題解決力 
（学習プリント） 
 
 
 
 

４ 学習のまとめをし，本時を振り返る。〔５分〕 

・本時で学んだことを発
表し，確認する。 

 
・次時の確認をする。 

◇本時の学習を終えて, 自分の考えが
どのように変わったか学習プリントに
書かせ，発表させる。 
◇次時の学習内容を予告する。 

 振り返り力 
（学習プリント） 

 
板書計画 

 

（５）本時の板書計画 

本時の目標 
この本棚はどうすればじょうぶな構造になりますか 

生徒の意見（準備しておく） 

① 側板，底板をじょうぶなものに変える。  

② 釘をたくさんうつ。           

③ 背板を２枚にする。 など 

 

たくさんの材料を使えば，じょうぶな構造になる。しかしこれでよいのか？ 

この本棚を丈夫な構

造にするためにはど

うすればいいだろう

か考え，学習プリント

に書くことができる。 

条件       手がかり         グループの考え 

                     

 

 

             ①個人での製作図案の修正は赤ペン（文章もつける。） 

             ②グループでの検討する場合は青ペン（文章もつける） 

最後に質問です。今日の学習を終えて，本棚はどのように変わりましたか。 

 

グループ思考 

個人思考 

全体思考 

学習の流れ 
１ 予想 
２ 一人一人が理由をノー

トに書く 
３ 議論する 
４ 発表する 

①コスト面 

②見た目 

③安全面 

④使いやすさ 

三角形の構造は四角形の

構造より強い ① ② 


